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テクノルアイスパーク八戸
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大学資産を活用したアートの学び事業
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八戸学院スポーツチャレンジ
八戸学院スポーツクリニック
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表紙
　野辺地西高校の修学旅行で行った
清水寺にて撮影したクラス写真です。
朝日が昇る中、光に照らされ、笑顔が
映える思い出の１枚となりました。

『プログラム駆動症候群
― 心を持てない若者たち』

三森 創　新曜社　1998年

　若者の行動をプログラム駆動（外部の指示や規範に従って、本
人の「心」とは無関係に自動的に行動している状態）という視点
から、人間を管理・予測・効率化のための対象として扱う管理社
会に異を唱える書。刊行以来30年弱になる今日において、更に
主体喪失の状況に疑義を差し挟む余地なく、事態は一層の切実
さを帯びているように思われる。もはや、人間は理解されるべ
き対象でなく、考える前に他者によって「選ばされ」、問いを立て
る前に外部から「評価され」る環境を生きていると言わざるを得

ない。本書には様々な具体的行動が取り上げられ、「プログラ
ム駆動」の構造が明らかになっていく。一方、現象の詳細な描
写に力点が置かれているため、我々の心（本書ではもはや我々
に「心」はないとの前提に立っていますが）の回復は可能か、有
効な社会のあり方の方向性はどのようなものが考えられるか
については不足の感は否めない。その補完として、田中敏

『心のプログラム　― 心理学の基礎から現代社会の心の喪失
まで』（啓文社,1994）との併読を薦めたい。両書は、我々にあ
るはずの「心」を捉え直し、自分自身を起点として人間存在の
ありようを考える確乎たる足場を与えてくれるに違いない。

種市 朋哉
八戸学院大学
学長特別補佐

地域経営学部 教授

八戸学院 NEWS〈CLOSE UP ！〉

八戸学院大学人間健康科学部人間健康科学科

小学校教諭二種免許状が取得可能に！
　八戸学院大学人間健康科学科（現在の人間健康学科から名称変更）は令和８年４月より、青森県内お

よび近隣地域における小学校教諭の深刻な不足や児童の肥満傾向等、地域特有の健康課題に対応する

ため、小学校教諭養成課程を設置します。

　中学校教諭一種免許状（保健体育）の課程を履修する学生が、同時に小学校教諭養成課程を履修する

ことで、小学校教諭二種免許状の取得が可能になります。

●中学校教諭一種免許状（保健体育）の課程を履修
●各教科の指導法（国語科教育法、算数科教育法等）に関する
　科目を６単位以上修得

小学校教諭二種免許状の取得を目指すには

・高等学校教諭一種免許状（商業）　・高等学校教諭一種免許状（情報）  ※令和８年４月、現在の地域経営学科から名称変更

地域共創学科※で取得できる教員免許状の種類

人間健康科学科※で取得できる教員免許状の種類

・中学校教諭一種免許状（保健体育）
・高等学校教諭一種免許状（保健体育）
・養護教諭一種免許状
・中学校教諭一種免許状（保健）

・高等学校教諭一種免許状（保健）
・高等学校教諭一種免許状（看護）
・小学校教諭二種免許状
※令和８年４月、現在の人間健康学科から名称変更
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エスプロモ株式会社
主任
小島　健太郎 氏
光星学院高等学校
（現八戸学院光星高等学校）
工業技術科
平成20年３月卒業

　
新
井
田
公
園
内
に
あ
る
テ
ク
ノ
ル

ア
イ
ス
パ
ー
ク
八
戸
は
、最
新
設
備
を

備
え
た
国
際
規
格（
60
ｍ×

30
ｍ
）の
屋

内
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
す
。ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

の
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
、市
民
の
一
般
滑

走
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
か
ら
２
月
ま
で
は
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
を
行
っ
て
お
り
、施

設
周
辺
が
約
２
０
０
０
個
の
ラ
イ
ト

で
彩
ら
れ
、幻
想
的
な
光
の
空
間
が
広

が
り
ま
す
。冬
の
夜
を
彩
る
幻
想
的
な

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、家
族
や
友
人
と
楽

し
め
る
場
所
で
す
。

大
学
ス
ケ
ー
ト
部
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
門

光
星
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

　八
戸
学
院
大
学
ス
ケ
ー
ト
部
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
門
と
光
星

高
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
練
習
場
所
で
あ
り
、
日
々
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
実
習
・
ス
ケ
ー
ト
教
室

　教
員
免
許
（
保
健
体
育
）
の
取
得
を
目
指
し
て
い
る
大
学
生

の
「
ス
ケ
ー
ト
実
習
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
辺
地

西
高
校
で
は
「
ス
ケ
ー
ト
教
室
」
で
利
用
す
る
な
ど
、
教
育
の

場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
、見
つ
け
た
！

　光
星
高
校
を
卒
業
し
て
エ
ス
プ
ロ
モ
株
式
会
社
に
就
職
し
た

小
島
健
太
郎
さ
ん
は
、ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
整
備
を
担
当
し
て

い
ま
す
。　私

が
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
整
備
を
し
て
い
る
中

で
心
が
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

利
用
者
の
方
々
に
気
持
ち
よ
く
使
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
滑
り
や
す
い
氷
を
作
る
こ
と
で
す
。

　氷
の
温
度
や
硬
さ
を
競
技
に
よ
っ
て
調
整
し
、

利
用
者
か
ら
「
こ
こ
の
氷
は
最
高
だ
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　後
輩
た
ち
が
汗
を
流
し
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
を

み
る
と
、
初
心
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　私
は
、
光
星
高
校
を
卒
業
し
、
こ
う
し
て
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
後
輩
た
ち
に
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
利
用
者
の
方
々
に
気

持
ち
よ
く
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
テ
ク
ノ
ル
ア
イ
ス
パ
ー
ク
八
戸

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

地域が
キャンパス

テ
ク
ノ
ル
ア
イ
ス
パ
ー
ク
八
戸

大学スケート部アイスホッケー部門の練習の様子

八戸学院大学「スケート実習」

野辺地西高校「スケート教室」

※イルミネーション（テクノルアイスパーク八戸外観）
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　八戸市美術館の特徴である「アートの学び」の具現化に向けて、八戸市美術館の事業の柱の１つである大学との連携により、
大学が有する専門性と美術館が有するアートの専門性を融合させ、新たな価値や活動を生み出す「アートの学び」の提供により、
人材育成や地域経済の活性化に関する事業を実施しました。

　子育て世代が美術館に気軽に来館できる機会と、学生の実践的な学びの機会を創出するため、八戸学院まちなか
ラボを活用した取組みが行われました。

　芸術・文化活動と社会をつなぐために、業務、もしくは
方法論やシステムについて学ぶ講座を開催しました。学
生と社会人が一緒に交流し、様々な課題や研究テーマに
ついてディスカッションする場を設け、学生や社会人が
美術館での学びを考える講座を開催しました。

　誰もが気軽に訪れることができる美術館を考えること
を目的に、美術とは異なる分野の教員を講師とするイベ
ントを開催しました。

　小さな子供とその家族で交流し、遊びからアートの創造
に繋がるきっかけになる、ワンパークを開催しました。

　美術館の展覧会の会期中、保育士を目指している学生が
運営する託児スペースを開設しました。

　小さな子供とその家族が、気兼ねなく鑑賞できるよう
サポートしています。

「八戸の生んだ野の天文学者 前原寅吉」（講演）
講師：マエバラ  代表取締役社長 前原 俊彦 氏

短期大学部幼児保育学科 差波ゼミによる
「廃材で作ってあそぼう」

短期大学部幼児保育学科の学生による
「託児ルーム」

短期大学部幼児保育学科の学生による
「ベビーファーストデー」

「光を通して模様を感じる」
～ステンドグラス風アート体験～

講師：八戸学院大学短期大学部  講師 渡邉 雄介

「親子でつくろ！新幹線」
講師：地域連携研究センター  センター長･教授 福田 弥夫

「寄せ植え体験」
講師：香月園  橋本 正 氏

八戸市委託
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ー
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催
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12
月
14
日（
日
）の
野
球
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、八
戸
学
院
大
学
卒
業
の

プ
ロ
野
球
選
手
、秋
山
翔
吾
選
手（
広
島
東
洋
カ
ー
プ
）、田
代
将
太
郎
氏

（
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ー
チ
）の
２
名
が
講
師
を
務
め

ま
し
た
。

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、小
学
生
と
中
学
生
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、総
勢
66
名

が
参
加
。バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
、送
球
・
捕
球
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し

た
。練
習
の
合
間
に
は
、秋
山
選
手
、田
代
コ
ー
チ
が
参
加
者
に
話
し
か

け
る
場
面
も
あ
り
、参
加
者
に
と
っ
て
幸
せ
な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
終
了
後
に
は
、サ
イ
ン
入
り
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
が
当
た

る
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
や
、サ
イ
ン
会
も
行
わ
れ
、終
始
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

野球クリニック

　八戸学院大学野球場や八戸学院室内練習
場を会場に行われた野球クリニックは、大学
の指導者や30名を超える学生たちが指導を
担当しました。スローイング、バッティング、
捕球など、開催日ごとにテーマを決めて指導
しました。

サッカークリニック

　八戸学院人工芝グラウンドで行われた
サッカークリニックは、大学の指導者や学生
が担当しました。ボディコーディネーション、
ドリブル、パス、シュートなど、開催日ごとに
テーマを決めて指導しました。

陸上競技クリニック

　八戸学院室内練習場で行われた陸上競技
クリニックは、大学の指導者や学生が専門
種目に分かれ、それぞれの種目に特化した
基礎練習や冬場のトレーニングなどを指導
しました。

かけっこ教室 ボルダリング教室

　八戸学院室内練習場で行われたかけっこ教室では、足の運
び方や腕の振り方などの走る際の基本動作について指導し
ました。大学の陸上競技部が使用している練習器具も使用し
ながら速く走るコツを学び、最後の鬼ごっこでは、鬼である
学生から逃げ回り会場が大いに盛り上がりました。

　八戸学院トレーニングセンターにあるボルダリング
ウォールを使用して、基礎的な動きを体験できるボルダ
リング教室です。参加者は全員初めてのボルダリングで
したが、最後には「じゃんけんゲーム」をするなど、上達が
見られました。

プロ野球選手による野球クリニック
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八戸学院 TOPICS八戸学院 TOPICS

　介護福祉学科の岩舘ゼミは、南部町で開催された認知症カフェ「雅（み
やび）」に参加しました。
　岩舘ゼミは「認知症」の予防と支援に関する地域での取組みを実地で
学び、福祉現場における課題の発見と解決に向けた学びを体系的に深め
ています。会場となった「社会福祉法人南優会　小規模多機能ホーム蒼
　地域交流カフェ雅」では、認知症予防体操や職員による余興ダンスも
披露され、参加者の笑顔があふれる温かな雰囲気に包まれていました。また、施設の畑で収穫したさつまいもを炭火焼き
にしたおやつのお振舞いもあり、学生たちは地域高齢者の方々と同じテーブルを囲みながら和やかに交流を深めました。
　学生たちは今回の参加を通して、「認知症カフェ」が地域コミュニティの居心地の良い場所として機能し、独居高齢者の
孤立防止にも寄与している実態を体験的に学びました。今回の参加を通して、認知症があっても安心して暮らせる地域づ
くりに関心を高めていました。

　八戸市立図書館主催の冬のおはなし会「一緒に見つけよう！冬の
おはなし」が開催され、約30名の親子が参加しました。
　冬のおはなし会は本学読み聞かせサークルの学生が担当し、大型
絵本・手作り絵本・紙芝居の読み聞かせや、ピアノの演奏に合わせた
パネルシアターを披露したほか、ドレミパイプという筒状の楽器で、
ジングルベルの曲を子どもたちと一緒に演奏しました。
　一番の盛り上がりを見せたのは、ドレミパイプという筒状の楽器
を使い子どもたちと演奏をした時です。初めて触るドレミパイプに
子どもたちは興味津々で、様々な音を聞き分けて自分の出番になると気持ちよくパイプを振っていました。
　参加してくれた子どもたちや保護者の方々からは、「ぜひ、また開催してほしい」というお声もいただき、音楽の楽しさ
を感じる素敵な時間になりました。

　ポータルミュージアムはっちで開催された「はっちdeクリスマス」において、幼児保育学科1年生がクリスマスコンサートを企
画・運営しました。合唱「世界ではじめのクリスマス」を皮切りに、ダンスやクリスマスにまつわる楽しい手遊び、パネルシア
ター、大型絵本の読み聞かせなど、子どもたちの年齢や発達段階を意識した多彩な演目を披露しました。また、ハンドチャイム
やイングリッシュハンドベルの演奏では、楽器の特徴を生かし、協力して一つの演奏を作り上げる姿が見られました。
　学生たちは来場者の反応を受け止め、進行や表現を工夫しながら、保育者として必要な表現力やコミュニケーション力を
実践的に高める貴重な学びの機会となりました。

　看護学科の学生約80名を対象に、県内外20施設から担当者をお招
きして就職説明会を開催しました。今年度は３年生に加え、新たな
取り組みとして 2 年生も全員参加となり、大規模な就職説明会とな
りました。
　参加した学生たちは、終始和やかなムードのもと、スキルアップ
研修制度や独自の奨学金制度などについて熱心にメモを取りながら、
担当者の説明に耳を傾けていました。
　近年は採用試験の早期化やインターンシップなど、学生の就職活
動を取り巻く環境が変化していることから、今後も迅速に対応しな
がら進路指導を行っていきます。

　学友会主催の「令和７年度 クラブ・サークル活動報告会・懇親会
パーティー」が八戸パークホテルで行われ、クラブ・サークル32団体、
218名の学生が参加しました。
　報告会では、自転車競技部が「今年度の活動目標を『一切手抜きを
しない』として、インカレ女子総合３位という結果を残すことができ
た。来年度は『学生主体のチームづくり』を目標に、インカレ総合優
勝を目指したい。」と発表。その他、各団体も１年間の活動内容や成
果を報告しました。
　報告会後には学友会表彰が行われ、全国大会に出場した８つの団
体をはじめ、ボランティア活動などで地域に貢献した団体が表彰されました。
　懇親会パーティーでは、仲間や指導者と１年間の活動を振り返りながら親睦を深め、さらなる飛躍を誓いました。終
盤には豪華景品が当たる抽選会も行われ、大いに盛り上がりました。

　八戸学院大学５号館において、八戸学院大学と八戸学院大学短期
大学部は、創立 125 周年を迎え伝統ある青森県立八戸東高等学校と
連携協定を締結しました。
　今回締結された協定は、人的・物的資源の相互活用を推進するこ
とにより、生徒および学生の資質向上を図ることを目的としていま
す。教育理念や特色を活かし、地域を支える人材の育成を加速させ、
今後も地域教育の拠点として次世代を担う若者の志を支え、地域の
発展に寄与してまいります。
※県立高等学校との連携協定は、八戸西高等学校、三沢高等学校に続き３校目となります。

認知症カフェ「雅（みやび）」 【11/20】

八戸市立図書館で冬のおはなし会を開催しました 【12/6】

はっちdeクリスマスコンサートを開催しました 【12/20】

看護学科の就職説明会 【11/29】

クラブ・サークル活動報告会・懇親会パーティーを開催 【11/29】

青森県立八戸東高等学校との連携協定 【2/5】

大　学

大　学

大　学

短　大

短　大

短　大

短　大
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八戸学院 TOPICS

光星高

光星高

光星高

八戸学院 TOPICS

　３年間の「総合的な探究の時間」の成果を発表する「HGK（エイチ ジー ケイ） 
AWARD（アワード） 2025」を開催しました。
　昨年度は普通科だけでの開催でしたが、今年度からは保育福祉科も含め全学科を
対象として開催しました。
　発表会では、3年次各科・コースから選ばれた７組の生徒が、それぞれで設定した
テーマについて探究活動を行い、その成果を１・２年次生に向けて発表しました。
また、２名の助言者を外部からお招きし、貴重なご助言をいただきました。
　発表後に行った１・２年次生の振り返りアンケートでは、「スライドの使い方や発
表の仕方などを学べた」「自分も知りたいことを調べて深めてみたいと思った」「来
年は自分たちも、今日の発表を参考にして完璧なプレゼンを作りたい。」などの記述があり、今後の探究活動の参考となる大変
有意義な発表会となりました。

　ダークスーツに白いシャツ姿でノーネクタイの宮下知事が、全校生徒の大きな拍手に迎えられ体育館に入場されました。
　中村校長による歓迎のあいさつと、佐藤生徒会長による学校紹介の後、宮下知事によるあいさつがありました。
　宮下知事の進行で始まった本校代表生徒との意見交換では、代表生徒５名が事前に準備した内容をもとに、自分の考えや思い
を発表しました。それぞれの意見に対し、宮下知事からは即座に回答や助言があり、会場からは拍手が送られるなど、活発で有
意義な意見交換が行われました。
　また、宮下知事からは「それぞれが夢をもって頑張ってほしいと思う。みんなが夢を実現するその先に青森県がある、この青森
県でチャレンジができる、という環境をつくることが私の仕事」というメッ
セージもいただきました。
　お忙しい中、本校まで足を運んでいただ
き、生徒一人ひとりと同じ高さの目線で向き
合ってくださったことに心より感謝申し上げま
す。知事の情熱と姿勢を間近で感じることが
でき、生徒はこれからの青森県や自身の将来
について考える貴重な機会となりました。

　１月30日に第98回選抜高等学校野球大会出場の吉報が届き
ました。２年振り12回目の出場が決まり、硬式野球部、関係
者、光星高校は歓喜に包まれ大いに沸きました。
　昨秋の東北大会では、花巻東高校にあと一歩というところ
で惜敗となりましたが、結果以上に力の差は歴然としていた
ことから、冬場にやるべきことが明確となり、選手達は一生
懸命鍛錬を積んできました。選抜大会ではその成果を発揮で
きるよう精進して参ります。
　応援してくださる全ての方々に感謝の意を表して、元気よ
くハツラツとしたプレーをお見せしたいと考えております。

HGK AWARD 2025を開催しました 【12/22】

県民対話集会「#あおばな」 in 八戸学院光星高校 【12/23】

第98回選抜高等学校野球大会出場決定

　１年次生を対象に「野辺地町ふるさと学習」を実施しました。午前中は野辺地町立歴史民俗資料館で町の歴史について学ん
だ後、常夜燈公園や行在所（旧野村家住宅離れ）などを見学し、お昼には商工会女性部の方々にご協力をいただき郷土料理の調
理と試食体験を行いました。町外出身の生徒は、初めて食べるカワラケツメイの茶粥や煮和えっこ、精進うなぎなどに舌鼓を
打っていました。午後は野辺地八幡宮を訪れ、境内に保管されている貴重な文化財を見学しました。ご協力いただきました歴
史民俗資料館や野辺地町歴史を探る会、商工会女性部、野辺地八幡宮の皆様、本当にありがとうございました。

　３年次生が「総合的な探究の時間」の１年間の成果を全校生徒の前で発表し
ました。グループごとにそれぞれの興味・関心に基づいてテーマを設定し、
様々な方法で研究を深めました。今年、日本全国で問題となった熊による被
害を踏まえた生態に関する研究や、青森ねぶたの歴史、電気自動車の環境へ
の影響の考察など、興味深いテーマが並びました。それぞれのグループがプ
レゼンテーションを行う中で最優秀プレゼンに選ばれたのは、睡眠の質につ
いて研究したグループでした。睡眠について詳細な調査をするだけではな
く、「スポーツのパフォーマンス向上につなげ、より良いパフォーマンスを発
揮するには」という視点からテーマを深めることができました。

　学校がある野辺地町について、今まで以上に
深く詳しく知ることができました。野辺地町の
郷土料理を実際に作ってみて、古くから伝わる
郷土の料理の素晴らしさに気付きました。味も
とてもおいしかったです。町の様々なことに目
を向けながら、野辺地町で過ごす残り１年間の
一日一日を大切にしていこうと思いました。

１組　金谷 奎吾

野辺地町ふるさと学習 【12/2】

「総合的な探究の時間」学習成果発表会 【12/9】

修学旅行 【11/29～12/3】

野西高

野西高

　２年次生が４泊５日で関西方面へ修学旅行に行ってきました。行きは新幹線で京都
に入り、２日目は京都市内で班別の自主研修を実施しました。旅行前から班ごとに情
報を収集し、寺社など様々な名勝を周る詳細な計画を立て、充実した一日を過ごしま
した。３日目は清水寺の見学後に大阪へ向かい、串カツなど地元の食に触れ、なんば
グランド花月では本場のお笑いを体験しました。４日目はユニバーサルスタジオジャ
パンを丸一日堪能し、仲間との絆を大いに深めることができました。５日目に青森に
戻ってきた全員の顔を見て、様々な経験を経て成長することができた濃密な５日間と
なったと実感しました。

野西高
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短
期
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現
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の
八
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。
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と
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八戸学院聖アンナ幼稚園

八戸学院幼稚園

『いか・の・お・す・し』って？

初めての劇発表

　３学期の避難訓練は、不審者が来た時の対応について訓
練をしました。
　秘密の合言葉が各部屋に伝達されると、子どもたちは誰
一人おしゃべりすることなく、小さくなって隠れることが

できました。
　訓練が終わった後
は、八戸警察署と類
家交番の方々に「い
かのおすし」のお話
をしていただきまし
た。『いか』ない、『の』
らない、『お』おきな

　今年度は幼稚園
の一大行事である
クリスマス発表会
で、1歳児つくし組
と2歳児つぼみ組
が初めて劇を発表
しました。前年の

入園説明会で年少クラスが「おおきなかぶ」の劇ごっこを
披露したのがとても素敵だったので、ぜひ取り入れてほし
いと願っての実現でした。
　つくし組が演じたのは“カレーライスのうた”。見せ場
は食材に扮した子どもたちが、一人ずつお鍋に向かって

八戸学院第二しののめ幼稚園
餅つき会～世代・国混合交流会～

　１月20日（火）、PTAすく
すく会や八戸学院大学短期
大学部と合同による、餅つ
き会が行われました。
　餅のつき方を教わった後
は実践です。力いっぱい杵
を持ち上げ、臼の中へ振り
下ろします。その動作を繰
り返しながら、子どもたち
は餅つきを頑張りました。
近年は餅つきをする家庭が
少なくなり、「親子で貴重な

ジャンプするシーンです。みんな元気に日頃の運動
遊びの成果を見せてくれました。つぼみ組は“はら
ぺこあおむし”。可愛いあおむしさんたちが「それで
もおなかはぺっこぺこ」の後で、可憐な蝶に変身して
羽ばたくシーンは、年長児の星の子シアターを思わ
せる鮮やかさでした。
　初めてのチャレンジで不安もありましたが、客席
の保護者からは「来年の劇も楽しみだね」の声が聞か
れ、心温まるひとときとなりました。

八
戸
学
院
第
二
し
の
の
め
幼
稚
園

　
　  『
保
護
者
と
過
ご
す
幼
稚
園
の
時
間
』

　
　
　
　
　 

～
幼
稚
園
行
事
で
の
一
コ
マ
一
コ
マ
～

こえでさけぶ、『す』ぐに
げる、『し』らせるの５つ
の合言葉をみんなで覚
え、「たすけて～！」と大
きな声を出す練習も！
そして、警察官が普段
身に付けている警棒や
手錠、警察手帳などを
実際に見せてもらった子どもたちは、興味津々目を輝かせ
て魅入っていました。
　不審者などが来ないことを祈りつつ、非常時には大人も
子どもも慌てず対応できるよう、これからも訓練に取り組
んでいきます。

体験ができた」と喜びの声が聞こえました。また、初めての
学生も多く、杵の重さや餅を返す大変さを体験し、驚きや楽
しむ声が響き渡りました。そして、今年も楽しく会話を弾
ませながら「餅花」を作り、玄関に飾りました。
　できあがった
お餅は、みんな
でお汁粉やきな
こを付けておい
しくいただきな
がら、世代間や
留学生たちと交
流を深めました。
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プロへの道を目指
して八戸学院大学

へ入学をし、夢をか
なえた選手たちを

紹介

女子バスケWリーグ　新潟アルビレックスBBラビッツ
地元・新潟でプレーできることに、心から感謝しています。たくさんの方の支えが
あって、今の私があります。その感謝を忘れず、一日一日を大切に過ごし、成長し
続けていきたいです。「この選手みたいになりたい！」と目標にしてもらえる選手
になることを目指し、支えてくださった方々に自分のプレーで恩返しできるよう、
全力で日々挑戦していきます。

【地域経営学科４年】 長谷川 優羽

J2リーグ　ヴァンラーレ八戸FC
これまで育ててくれた家族や、支えてくださった全ての方々への感謝の気持ちを忘
れずに、目に見える結果で恩返しができるよう、全身全霊で頑張ります。
目標は10ゴール、10アシスト。持ち味のドリブルで見る人を沸かせることができる
選手になりたいです。応援よろしくお願いいたします。

【人間健康学科４年】 栗澤 　陸

J3リーグ　FC大阪
幼い頃からの夢であったプロサッカー選手としてのキャリアをFC大阪という素晴
らしいクラブでスタートでき、大変嬉しく思います。試合の状況を把握し、自陣か
らのボール奪取だけでなく、チャンスの起点となれる選手を目指し、１つでも多く
試合に出場してＪ2昇格に貢献したいと思います。応援よろしくお願いします。

【人間健康学科４年】 木村 大輝

女子サッカーなでしこ１部リーグ　ASハリマアルビオン
これまでの競技人生を振り返ると、大きな壁に何度もぶつかってきました。それでもここ
まで続けてこられたのは、家族をはじめ、指導者や仲間の存在があったからです。大学では
技術面だけでなく、人としての在り方や物事への向き合い方を学び、人間的にも成長するこ
とができたと感じています。これまでに得た経験や学びは、自分にとって大きな財産です。
感謝の気持ちを忘れず、次のステージでも自分らしく挑戦し続けていきたいと思います。

【人間健康学科４年】 佐武 ほのか

八戸学院 NEWS〈CLOSE UP ！〉

秋山選手（右）による記念講演の様子

同窓会会長から学友会へ目録の贈呈

「八戸学院大学同窓会40周年記念大会」を開催

　

令
和
７
年
12
月
13
日（
土
）、八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て「
八
戸
学
院
大
学
同
窓
会
40
周
年

記
念
大
会
」が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
旧
交
を
温
め
る
同
窓
会
大
会
は
５
年
に
一
度

開
催
さ
れ
て
お
り
、
約
１
５
０
名
の
参
加
者
が
創
立
40
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
祝
い

ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
本
学
卒
業
生
で
広
島
東
洋
カ
ー
プ
所
属
の
秋
山
翔
吾
選
手
を
招
聘
。「
八

戸
か
ら
世
界
へ
」と
題
し
、
夢
を
追
う
力
や
絆
の
重
要
性
に
つ
い
て
熱
く
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
後
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
は
、
秋
山
選
手
の
サ
イ
ン
入
り
ユ
ニ
ホ
ー
ム
が

参
加
し
て
い
た
小
学
生
へ
贈
ら
れ
る
な
ど
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
交
流
会
で
は
、
多
く
の
同
窓
生
が
集
い
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
同
窓

会
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
学
生
組
織
で
あ
る
学
友
会
に
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
６
台
を

贈
呈
。
現
役
学
生
へ
の
活
動
支
援
も
行
わ
れ
、
さ
ら
な
る
母
校
の
発
展
を
願
い
な
が
ら
、

世
代
を
超
え
た
絆
を
再
確
認
で
き
た
実
り
多
き
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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輝け光星　永遠に　永遠に

育
方
針
」の
も
と
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
い
う

基
本
的
な
運
営
・
経
営
理
念
に
基
づ
い
て
、

実
学
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
学
び
の
場
を

提
供
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
大
学
・

短
期
大
学
部
は
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
、
よ

り
一
層
応
え
る
か
た
ち
で
改
組
し
ま
す
。
ま

た
大
学
は
、
近
年
の
教
員
不
足
に
応
え
る
べ

く
初
等
教
員
の
資
格
取
得
も
可
能
に
な
り
ま

す
。
短
期
大
学
部
で
は
、
全
国
で
も
珍
し
い

3
年
制
を
取
り
入
れ
て
多
様
な
学
生
の
ニ
ー

ズ
に
学
び
を
提
供
し
ま
す
。
高
校
で
は
、
社

会
的
な
教
育
機
会
均
等
の
要
請
に
応
え
る
べ

く
通
信
制
を
併
設
し
ま
す
。
そ
し
て
五
戸
町

に
は
、
野
辺
地
西
高
等
学
校
を
移
転
し
て
ス

ポ
ー
ツ
お
よ
び
地
域
性
を
重
視
し
た
学
校

「
八
戸
学
院
ひ
ば
り
野
西
高
等
学
校
」を
開
設

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
申
し
ま
し
た「
立
体
的
学
園
構
想
」

は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
と
い
う
形
で
進
め
ま
す
が
、
少
子
化
、

人
口
減
少
、
人
口
流
出
と
い
う
課
題
の
中

で
、
本
学
の
未
来
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は

さ
ら
な
る
挑
戦
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
も

う
す
ぐ
70
年
を
迎
え
る
本
学
院
は
、
こ
れ
を

契
機
に
建
学
の
精
神
と
教
育
の
理
念
に
立

脚
し
た
教
育
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金

　

寄
付
の
形
態
に
は
、企
業
、個
人
、一
時
的

な
も
の
か
ら
継
続
的
な
も
の
ま
で
種
々
あ
り

ま
す
。

　

２
０
０
４
年
に
高
等
教
育
機
関
認
証
評
価

制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
少
子
化
の
進

行
と
と
も
に
私
学
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
や
研
究
活
動
と

と
も
に
大
学
の
質
保
証
を
確
保
す
る
た
め
の

制
度
で
、
大
学
・
短
大
・
高
専
を
対
象
に
運

過
渡
期
の
時
代

　

ま
も
な
く
法
人
創
立
70
年
に
な
り
ま
す

が
、
創
設
者
中
村
由
太
郎
先
生
の
掲
げ
た

「
立
体
的
学
園
構
想
」は
人
口
減
少
の
時
代
に

あ
っ
て
実
現
の
困
難
さ
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
年
に
１
４
０
万
人
出
生
し
た
時
代
か
ら

半
分
の
70
万
人
の
時
代
に
な
っ
て
、
学
校
は

規
模
の
縮
小
か
ら
廃
止
や
統
合
な
ど
が
続
い

て
い
ま
す
。
１
９
６
０
年
代
か
ら
就
学
人
口

の
増
に
よ
っ
て
増
加
し
た
学
校
数
は
、
近
年

の
少
子
化
の
進
行
と
と
も
に
大
幅
に
減
少
し

ま
し
た
が
、
就
学
人
口
の
増
と
と
も
に
創
設

さ
れ
た
学
校
も
、
建
設
か
ら
50
年
、
60
年
が

過
ぎ
て
老
朽
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た

少
子
化
の
進
行
は
、
私
学
の
運
営
・
経
営
に

も
切
実
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
は
私
学
だ
け
の
課
題
で
は
な
く
、

公
私
の
隔
て
な
く
進
行
し
て
い
ま
す
。
学
校

小
規
模
化
の
方
向
と
し
て
は
、
合
併
・
統
合

の
形
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
結
果

少
数
の
大
規
模
校
に
変
身
し
た
り
し
て
新
た

な
課
題
も
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
私
学
に
お
い
て
は
、
少
子
化
対
策

の
効
果
的
な
対
応
策
に
も
限
界
が
あ
り
存
亡

の
危
機
感
だ
け
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
院
に
お
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
27
年
間

に
、
老
朽
化
し
た
幼
稚
園
の
園
舎
、
高
等
学

校
の
校
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
大
学
と
短
期
大

学
は
学
部
増
や
改
組
を
含
め
新
校
舎
の
建
設

な
ど
に
大
規
模
予
算
を
投
入
し
て
、
少
子
化

対
策
に
積
極
的
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
法
人
内
に
お
い
て
統
合
や
規
模

縮
小
な
ど
、
経
営
努
力
を
し
な
が
ら
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
18
歳
人
口
の
減
少

は
進
む
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
教
育
の
機
会

均
等
を
念
頭
に
創
立
以
来
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
と
い
う
形
で
、
一
定
規
模
の
学
生
・

生
徒
・
園
児
を
維
持
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
学
院
で
は
創
設
か
ら「
個
性
尊
重
の
教

営
・
経
営
・
教
育
・
研
究
な
ど
に
つ
い
て
検

証
す
る
制
度
で
す
。
７
年
間
に
一
度
認
証
の

た
め
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制

度
で
す
。
た
だ
調
査
の
結
果
に
不
備
が
あ
れ

ば
、
大
学
、
短
大
と
し
て
不
適
格
と
な
っ
て

公
表
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
大
学
の
信
頼

性
の
低
下
を
招
き
、
募
集
上
の
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
学
に
つ
い
て
は
今

ま
で
一
度
も
不
適
格
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
む
し
ろ
調
査
の
過
程
で
本
学
の
寄
付
活

動
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
基
金
の
学
院
あ
げ
て
仕
組
む
体
制
が

評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
金
は
、
平
成
15
年
か
ら
の「
第
一

次
将
来
計
画
」の
実
施
に
伴
い
、
多
額
の
予

算
が
計
上
さ
れ
た
め
に
法
人
内
外
に
向
け
た

寄
付
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が

は
じ
ま
り
で
す
。
当
時
、
目
標
額
を
10
年
で

８
億
円
と
し
て
は
じ
め
ま
し
た
。
以
後
法
人

内
の
教
職
員
の
ご
理
解
と
外
郭
団
体
の
ご
理

解
の
も
と
に
会
員
と
し
て
加
入
し
て
い
た
だ

き
、
今
日
ま
で
ご
寄
付
を
お
願
い
し
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
全
教
職
員
の
加
入
の
も
と
に

寄
付
活
動
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

法
人
は
、
他
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
で

す
。
現
在
は
基
金
の
期
限
を
無
期
と
し
て

寄
付
活
動
は
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

基
金
は
本
学
院
の
施
設
拡
充
、
教
育
の
質
向

上
、
教
員
の
研
究
助
成
ま
で
活
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
最
近
で
は
、
各
部
の
独
自
の
寄
付

活
動
も
活
発
に
な
り
、
部
の
運
営
・
強
化
の

た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
付
者
に
つ

い
て
は
、
税
制
控
除
の
制
度
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
と
も
寄
付
活
動
の
拡
大
を
目
指
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

記
憶
に
あ
る
う
ち
に
、
高
額
寄
付
者
の
ご

報
告
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
院
の
最
初
の
学
校
は
光
星
学
院
高

等
学
校
で
す
が
、
創
設
当
初
か
ら
勤
務
さ
れ

た
富
田
真
先
生
は
、
現
金
１
０
０
０
万
円
を

「
学
校
の
た
め
に
」と
い
っ
て
ご
寄
付
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
富
田
真
先
生
は
、
法
人
常

務
理
事
、
光
星
学
院
野
辺
地
工
業
高
等
学
校

（
現
八
戸
学
院
野
辺
地
西
高
等
学
校
）の
初
代

校
長
、
八
戸
短
期
大
学
の
教
授
を
歴
任
さ
れ

た
根
っ
か
ら
の
光
星
学
院
の
お
一
人
で
す
。

　

畑
山
俊
輝
先
生
は
人
間
健
康
学
部
が
開
設

し
た
こ
ろ
に
、
東
北
大
学
退
官
後
本
学
に
赴

任
さ
れ
ま
し
た
。
人
間
健
康
学
部
学
部
長
も

歴
任
さ
れ
て
退
職
さ
れ
ま
し
た
が
、
寄
付
活

動
が
は
じ
ま
っ
た
こ
ろ
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
基
金
に
加
入
さ
れ
退
職
後
も
継
続
し
て
く

だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
ま
で
23
年

間
、
累
計
１
２
５
万
円
を
超
え
ま
し
た
。
お

二
人
の
み
な
ら
ず
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
支

援
、本
当
に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
卒
業
生
か
ら
も
機
会
あ
る
ご
と
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
東
京

で
起
業
し
第
一
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
会
社

を
立
ち
上
げ
て
頑
張
っ
て
い
る
光
星
高
等

学
校
卒
業
生
の
三
浦
光
一
君
は
、
甲
子
園
出

場
、
記
念
行
事
は
じ
め
施
設
拡
充
の
た
め
と

い
っ
て
、
折
々
に
触
れ
こ
れ
ま
で
５
０
０
万

円
を
超
え
る
寄
付
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
本
学
と
直
接
的
な
取
引
も
な
い
企
業
様

か
ら
も
、
学
校
の
発
展
を
願
い
、
あ
る
い
は

「
光
星
」が
好
き
と
い
う
理
由
で
複
数
の
方
々

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
近
年
は
人
工
芝
、
室

内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
整
備
な
ど
に
、
高
大
の

部
活
動
か
ら
組
織
的
で
継
続
的
な
ご
寄
付
が

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
学
校
の
校
舎
の
無
償
修
理
や
施
設

設
備
の
ご
支
援
も
あ
り
ま
す
。
ご
高
齢
に
も

か
か
わ
ら
ず
工
藤
板
金
工
業
の
工
藤
会
長
さ

ん
は
、
美
保
野
の
野
球
部
施
設
等
の
補
修
の

た
め
に
現
場
に
出
張
っ
て
奉
仕
活
動
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
高
校
・
短
大
の

父
母
の
会
々
長
の
西
塚
さ
ん
は
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
建
物
の
タ
イ
ル
補
修
を
休
み
返
上
で

奉
仕
活
動
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
は

口
先
だ
け
の
お
礼
し
か
申
せ
ま
せ
ん
が
、
本

当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

甲
子
園
出
場
と
寄
付
活
動

　

本
校
第
１
回
目
の
甲
子
園
大
会
出
場
を
機

に
始
め
た
寄
付
活
動
は
、
手
探
り
で
し
た
。

最
初
は
分
厚
い
寄
付
台
帳
を
、
全
教
職
員
が

持
参
し
手
当
た
り
次
第
に「
お
願
い
し
ま
す
」

の
一
言
で
奔
走
し
た
の
が
懐
か
し
い
で
す
。

不
慣
れ
な
我
々
は
暖
か
く
も
厳
し
く
も
地
域

の
皆
様
の
ご
芳
志
に
す
が
る
活
動
で
し
た
。

甲
子
園
大
会
の
出
場
の
た
び
の
寄
付
活
動
に

つ
い
て
は
、
歴
代
の
協
賛
会
々
長
は
じ
め
野

球
部
保
護
者
会
、
保
護
者
の
会
、
そ
し
て
外

郭
団
体
と
多
く
の
方
々
の
ご
苦
労
を
思
う
と

た
だ
た
だ「
感
謝
」「
感
謝
」で
す
。

　

当
時
、
高
橋
千
多
栄
教
頭
先
生
の
指
導

で
、
寄
付
台
帳
の
最
初
の
欄
に
は「
ご
寄
付

を
お
願
に
い
く
自
分
た
ち
の
名
前
と
寄
付
金

額
を
記
入
し
て
お
願
い
に
歩
く
べ
き
」と
い

う
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
寄
付
担
当
者
自
ら

が
寄
付
者
の
一
番
目
に
な
る
こ
と
の
意
味
を

教
わ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
集
ま
っ

た
寄
付
台
帳
に
は
、
寄
付
活
動
担
当
者
の
家

族
全
員
の
名
前
が
あ
り
、
次
に
お
付
き
合
い

の
あ
る
商
店
名
が
ず
ら
り
と
記
載
し
て
あ
り

ま
し
た
。
一
軒
、
一
軒
寄
付
お
願
い
の
活
動

は
、
甲
子
園
を
身
近
な
も
の
に
し
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

野
球
部
の
甲
子
園
大
会
へ
の
出
場
は
、
今

回
で
春
夏
通
算
24
回
目
に
な
り
ま
す
。
寄

付
活
動
も
今
風
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、

甲
子
園
と
い
う
夢
舞
台
で
郷
土
を
代
表
し

て
戦
う
光
星
の
選
手
た
ち
の
た
め
に
、
そ
し

て
夢
実
現
の
た
め
に
直
向
き
に
頑
張
っ
て

い
る
選
手
た
ち
の
た
め
に
、
皆
で
応
援
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
は
財
産

　

昭
和
31
年
に
光
星
高
校
が
誕
生
し
て
、
そ

れ
か
ら
幼
稚
園
、
高
校
、
専
門
学
校
、
短
期

大
学
、
４
年
制
の
大
学
ま
で
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
法
人
の
60
周
年
記
念
行
事
も
多
く
の
関

係
者
の
ご
協
力
で
盛
大
に
で
き
た
の
は
９
年

前
で
す
。
こ
の
間
卒
業
生
は
、
幼
稚
園
か
ら

大
学
ま
で
５
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
学
院
の
教
育
を
支
え
、
教
育
と
経
営

に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
教
職
員
を
加
え
る

と
、
有
に
６
万
人
に
届
く
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
拡
大
し
て
ご
家
族
や
関
係
あ
る
方
々
を

加
え
た
ら
、
10
万
人
を
は
る
か
に
超
え
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
思
う
と
、
改
め
て
大
き
な

責
任
と
使
命
を
感
じ
ま
す
。

　
「
源
深
流
遠
」（
小
原
國
芳
書
：
源
深
け
れ

ば
、
流
れ
は
遠
し
＝
深
い
源
か
ら
溢
れ
出
る

水
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
流
れ
続
け
る
）と

い
う
書
が
理
事
長
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
毎
日
向
き
合
っ
て
い
ま
す
が
、
光
星
高

等
学
校
の
校
歌
の
一
節
に
あ
る「
輝
け
光
星　

永
遠
に　

永
遠
に
」と
重
な
っ
て
、
深
い
意

味
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
人
の
思
い
だ
け
で
学
校
は
い
つ
ま
で
も

続
く
と
は
思
え
な
い
し
、
お
金
の
こ
と
だ
け

で
も
学
校
は
行
き
つ
か
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
建
学
の
精
神
の
も
と
、
こ
の
学
び
舎

で
成
長
し
た
卒
業
生
や
学
校
を
取
り
囲
む
人

た
ち
の
母
校
に
対
す
る
思
い
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
溢
れ
出
て
途
切
れ
る

こ
と
が
な
い
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。
卒

業
生
が
本
校
の
財
産
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
生
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
メ
デ
ィ

ア
に
登
場
す
る
と
、
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
八
戸
学
院
の
関
係

者
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
自
信
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
こ
う
思
う
と
根
源
の
一
つ
は
や
は

り
卒
業
生
だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
も
本
学
卒
業
の
下
宇
坪
さ
ん
が
、

「
デ
ー
リ
ー
東
北
賞
」受
賞
し
ま
し
た
。
新
進

気
鋭
の
実
業
家
で
郷
土
の
た
め
に
企
業
を
起

こ
し
、
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
ウ
ニ
の
養

殖
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で

す
。
地
域
の
た
め
の
大
貢
献
者
に
な
り
自
慢

の
卒
業
生
で
す
。

　

ま
た
隔
年
で
訪
れ
て
く
れ
る
プ
ロ
野
球
選

手
の
秋
山
翔
吾（
広
島
カ
ー
プ
）君
は
、
今
年

も
来
八
し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
学
の
同
窓

会
で
講
師
を
務
め
、
野
球
部
の
後
輩
た
ち
と

は
親
交
を
深
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
彼
の
美

保
野
キ
ャ
ン
パ
ス
訪
問
は
後
輩
た
ち
の
大
い

な
る
励
み
で
す
。
本
学
か
ら
は
川
島（
ヤ
ク

ル
ト
）君
を
筆
頭
に
坂
本（
巨
人
）、
松
山（
中

日
）大
道（
ヤ
ク
ル
ト
）君
は
じ
め
多
く
の
プ

ロ
野
球
選
手
が
育
ち
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
プ
ロ
を
目
指
す
後
輩
た
ち
の
目
標
に

な
っ
て
い
ま
す
。
仙
台
育
英
高
校
を
率
い
て

全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
須
江
君
も
美
保
野

キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん
だ
一
人
で
す
。
八
戸
学

院
光
星
の
甲
子
園
出
場
は
本
学
の
知
名
度
を

高
め
て
く
れ
、
光
星
は
八
戸
の
観
光
ル
ー
ト

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
た
出
町
、
金
濵
、
長
内
、
赤
石
、

世
界
選
手
権
大
会
の
江
刺
家
君
た
ち
は
本
学

院
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
た
ち
で
す
。
併
せ
て
政
財

界
・
教
育
界
・
産
業
界
、
地
域
社
会
で
貢
献

し
て
い
る
多
く
の
卒
業
生
た
ち
は
、
私
た
ち

の
自
慢
で
あ
り
誇
り
で
す
。

「
輝
け
光
星　

永
遠
に　

永
遠
に
」

理事長散策

法 官 新 一
Shinichi Hogan

理 事 長
散 策

理事長散策
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八戸学院幼稚園
特大雪山すべり台

　

子
ど
も
た
ち
が
待
ち
に
待
っ
た
特
大
の

雪
山
す
べ
り
台
が
今
年
も
登
場
し
ま
し
た
。

こ
の
雪
山
す
べ
り
台
は
八
戸
学
院
光
星
高

校
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
の
皆
さ
ん
が
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
兼
ね
て
雪
か
き
を
し
な
が
ら
作

り
、
そ
の
後
幼
稚
園
の
先
生
た
ち
が
す
べ
り

台
に
し
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ソ
リ
滑
り
や
雪
の
階
段

を
昇
り
降
り
し
た
り
と
大
は
し
ゃ
ぎ
。
ど

の
学
年
も
大
喜
び
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
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